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独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
環
境
保
全
調
査
検
討
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
環
境
保
全
調
査
検
討
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
質
問
主
意
書

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
（
以
下
、
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
大
規
模
林
道
工
事
の
実
施
に
伴
う
環
境
へ
の
影

響
の
予
測
・
評
価
及
び
保
全
措
置
を
専
門
的
、
学
術
的
な
見
地
か
ら
検
討
を
行
う
と
さ
れ
る
、
緑
資
源
幹
線
林
道
大
朝
・
鹿
野

線
戸
河
内
・
吉
和
区
間
（
二
軒
小
屋
・
吉
和
西
工
事
区
間
）
環
境
保
全
調
査
検
討
委
員
会
（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）

の
運
営
に
つ
い
て
、
政
府
の
指
導
監
督
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

一

第
一
回
委
員
会
の
配
布
資
料
四
「
緑
資
源
幹
線
林
道
大
朝
・
鹿
野
線
戸
河
内
・
吉
和
区
間
（
二
軒
小
屋
・
吉
和
西
工
事
区

間
）
環
境
保
全
調
査
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
委
員
の
任
期
は
委
嘱
の
日
で
あ
る
平
成
十
六
年
五
月
末

か
ら
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
約
五
ヶ
月
間
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
こ
の
任
期
は
適
当
で
あ
る
と

考
え
る
か
。
具
体
的
な
根
拠
を
付
し
た
上
で
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。
一
方
、
第
一
回
委
員
会
以
降
二
ヶ
月
あ
ま

り
経
つ
も
の
の
第
二
回
委
員
会
は
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
第
一
回
委
員
会
議
事
録
の
二
頁
十
二
行
目
に
よ
れ
ば
、
事
務

局
で
あ
る
機
構
は
「
必
要
に
応
じ
て
開
催
回
数
を
増
や
す
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
よ
っ
て
任
期
を
十
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
は
既
に
適
切
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お

示
し
願
い
た
い
。

一



二

委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
、
平
成
十
二
年
十
一
月
三
十
日
に
政
府
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
平
成
十
二

年
第
六
回
大
規
模
林
道
事
業
再
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
戸
河
内
・
吉
和
区
間
の
計
画
路
線
を
一
部
変
更
の
上
継
続
と
し
た

際
、
留
意
事
項
と
し
て
「
渓
畔
林
部
分
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
今
後
の
委
員
会
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
現
在
の
技
術
や
工
法
を
も
っ
て

し
て
も
環
境
に
対
す
る
影
響
が
避
け
ら
れ
ず
、
「
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
事
業
を
実
施
す
る
」
こ
と
が
困
難
と
の
結
論

に
達
し
た
場
合
、
二
軒
小
屋
・
吉
和
工
事
区
間
の
着
工
を
見
送
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た

い
。

三

政
府
に
よ
る
大
規
模
林
道
事
業
に
対
す
る
期
中
評
価
は
、
原
則
と
し
て
新
規
着
工
の
翌
年
度
か
ら
五
年
の
倍
数
年
目
に
当

た
る
路
線
を
対
象
と
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
前
回
の
期
中
評
価
が
平
成
十
二
年
度
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

次
回
の
期
中
評
価
は
平
成
十
七
年
度
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
第
一
回
委
員
会
議
事
録
の
二
頁
一
行
目
に

よ
れ
ば
、
事
務
局
で
あ
る
機
構
は
「
平
成
十
八
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
本
区
間
の
期
中
評
価
委
員
会
」
と
発
言
し
て
い

る
。
こ
れ
は
平
成
十
七
年
度
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。
ま
た
、
誤
り
で
あ
る
場
合
、
政
府
と
し
て
機

構
に
訂
正
し
た
議
事
録
を
改
め
て
発
表
せ
し
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

二



四

機
構
が
委
員
会
に
対
し
て
提
示
し
た
環
境
保
全
措
置
案
に
対
し
、
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
に

際
し
て
、
委
員
間
で
の
意
見
の
相
違
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
の
委
員
会
に
お
け
る
最
終
的
な
結
論
の
出
し

方
に
つ
い
て
、
座
長
一
任
と
す
る
の
か
、
多
数
決
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
全
会
一
致
と
す
る
の
か
、
政
府
と
し
て
適
当
で

あ
る
と
考
え
る
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。
な
お
、
結
論
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
委
員
会
に
て
決
定
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
結
論
の
出
し
方
に
つ
い
て
も
委
員
間
で
の
意
見
の
相
違
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
そ
の
決
め
方
に
お
い
て
座
長
一
任
と
す
る
の
か
、
多
数
決
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
全
会
一
致
と
す
る
の

か
、
政
府
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


